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i n f o r m a t i o n

第
３
部
（
団
員
）

満
江
　
光
茂

（
漁
　
港
）

　地域のために役に立ちたいと
の思いから平成 30 年４月に入団
しました。広報や緊急時の対応
以外にもさまざまな活動がある
ことに驚いています。現在はラッ
パ隊にも所属しており、その活
動を通して火災予防や消防団活
動のＰＲもできればと思います。

　昨年の４月にご縁があって女
性消防団に入団しました。入団
した当時は右も左も分からずに
いました。部長を始め先輩たち
からの指導のもと、頑張ってい
ます。少しでも地域のために力
になれるように頑張りたいと
思っています。

伊万里分団

　地元の先輩方の活躍を目にし、
消防団への入団を決意しました。
入団当初は何も分からず戸惑っ
ていましたが、先輩方のご指導
により消防活動ができるように
なりました。これからも地域住
民の安全・安心を守れるよう日々
精進していきます。

第
１
部
（
団
員
）

松
本
　
泰
智

（
小
黒
川
）

　平成 30 年４月に入団しまし
た。消防団の活動はさまざまで、
災害活動を始め、訓練や防災活
動など幅広いことに戸惑ってい
ましたが、諸先輩方のご指導に
より、今では地域に貢献できる
団員となって頑張っています。

黒川分団

第
２
部
（
団
員
）

樋
渡
　
公
平

（
南
ヶ
丘
）

　私は子どものころに火事の現
場を見て、消防団員の一生懸命
な活動に憧れを持っていました。
今回消防団員となり、ホープ団
員にまで選ばれとても嬉しく思
います。これからも、子どもの
ころに憧れた消防団員みたいに
なれるように頑張っていきます。

大坪分団

　
市
消
防
団
は
、
大
切
な
人
や
大
好
き
な
ま
ち
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら

守
る
た
め
日
夜
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
現
在
市
内
に
は
11
の
分
団
が
あ
り
、

９
６
１
人
の
団
員
が
災
害
現
場
に
出
動
し
た
り
、
災
害
の
警
戒
に
当
た
っ

た
り
し
て
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
団
員
の
中
か
ら
、
各
分
団
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

団本部

女
性
部
（
団
員
）

川
内
　
里
美

（
久
原
１
区
）

第
１
部
（
団
員
）

副
島
　
恵け
い

介す
け

（
岩
　
谷
）

大川内分団

伊
万
里
市
消
防
団
　
各
分
団
のホ

ー
プ
を
紹
介
し
ま
す

夏季点検（平成 30 年 8 月 19 日）
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インフォメーションインフォメーション

　
市
消
防
団
の
団
員
は
普
段
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を

持
ち
な
が
ら
、
災
害
活
動
や
火
災
予
防
広
報
な
ど
伊

万
里
市
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
の
安
全
を
守
り
、
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
に
は
消
防
団
の
活
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
伊
万
里
市
を
目
指
し
て
消
防
団
に
入
団
し

ま
せ
ん
か
。

消
防
団
に
あ
な
た
の
『
力
』
を

第
２
部
（
団
員
）

田
中
　
昭あ
き

嗣つ
ぐ

（
脇
　
田
）

　平成 30 年４月に入団し１年
がたちました。これからも生ま
れ育った地域の安全・安心に少
しでも貢献できるよう、日々の
消防活動を頑張っていきたいと
思います。

波多津分団

第
４
部
（
団
員
）

齋
藤
　
孝（

宿
　
分
）

　入団して 3 年目になります。
当初は不安もありましたが、入
団してみると知人も多く戸惑う
ことなく活動できています。訓
練は多少きついときもあります
が、地域住民の安全・安心のため、
これからも努力していきます。

第
４
部
（
団
員
）

東
嶋
　
将
太
郎

（
山
　
口
）

　昨年 4 月に入団しました。ま
だまだ分からないことばかりで
すが、諸先輩方のご指導のもと
日々消防団活動に取り組んでい
きます。これからも少しでも地域
に貢献できるよう消防団の活動
に従事していきたいと思います。

第
３
部
（
団
員
）

𡈽つ
ち

本も
と

　
貴
博

（
天
　
神
）

　平成 30 年４月に入団しまし
た。ラッパ隊に選抜され最初は
戸惑いましたが、訓練を重ねて
上達していくのが分かり、今で
はやりがいを感じています。先
輩方に負けないよう今後も頑
張っていきたいと思います。

第
６
部
（
団
員
）

松
永
　
拓（

東
　
分
）

　平成 28 年に入団し３年が経
ちました。消防団活動にもだい
ぶ慣れてきて周囲のことに気を
配って活動できるようになった
と思います。これからも地域の
安全・安心に貢献できるように
頑張っていきたいと思います。

第
５
部
（
団
員
）

井
手
　
裕
司

（
大
　
曲
）

　平成 26 年 4 月に先輩方の消
防活動に憧れて入団しました。
入団時は何も分かりませんでし
たが、先輩方のご指導のもと訓
練をこなすごとに、消防活動の
内容を理解できるようになりま
した。今後も地域の安全と安心
のために頑張りたいと思います。

第
３
部
（
団
員
）

浦
川
　
智と

も

生な
り

（
川
　
内
）

松浦分団

大川分団

東山代分団

山代分団

南波多分団

二里分団

　父の長年の消防団活動を見てい
て、火事や災害の際にはとても重
要な組織だと思っていました。今
年から入団し、訓練や防災活動な
どの中で分からないこともありま
すが、一つ一つを大事にしながら、
家族、地元の方々から信頼される
団員になれるように頑張ります。

●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団
係（

☎
㉓
２
１
１
６
）
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インフォメーション

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、

２
８
５
億
８
９
６
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

▽
財
産
管
理
事
業３

億
１
０
９
３
万
円

▽
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

４
６
５
万
円

▽
農
業
用
用
排
水
路
施
設
等
整
備

事
業
　
　
　
　
　
８
０
０
万
円

▽
道
路
管
理
事
業
（
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
）

２
１
０
０
万
円

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
委
員
　
福
園
理
恵
子
氏
の
任
期

が
本
年
６
月
30
日
で
満
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
新
た
に
川
浪
紀
子
氏

を
推
薦
し
た
も
の
で
す
。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

11
人
の
議
員
か
ら
27
項
目
の
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
は
、
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
特
別
委
員

会
か
ら
開
催
結
果
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
31
年
伊
万
里
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
27

日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
令
和

元
年
度
予
算
議
案
８
件
の
ほ
か
、
条
例
議
案
18
件
、
一
般

議
案
４
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
議
案
９
件
、
議
会
議

案
３
件
、
報
告
２
件
、
意
見
書
案
２
件
、
決
議
案
１
件
、

諮
問
１
件
の
審
議
、
ま
た
、
一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
な
ど
は
原
案
の
と
お
り
可
決
、

同
意
、
異
議
な
い
旨
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

平
成
31
年
第
１
回
定
例
会

議

会

報

告

　
性
同
一
性
障
害
な
ど
に
配
慮
し

て
、
印
鑑
登
録
証
明
書
に
性
別
を

記
載
し
な
い
よ
う
、
改
正
し
た
も

の
で
す
。

■
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
職
員
の
失
職
に
関
す
る
特
例
を

定
め
る
た
め
、改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
資
金
の
積
立
て
に
関
す
る
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
目
的
が
重
複
す
る
基
金
の
統
合

な
ど
、
本
市
の
基
金
を
効
果
的
に

運
用
す
る
た
め
、
改
正
し
た
も
の

で
す
。

■
債
権
の
管
理
に
関
す
る
条
例

　
市
の
債
権
管
理
の
一
層
の
適
正

化
を
図
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し

た
も
の
で
す
。

■
税
条
例
及
び
税
徴
収
等
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
市
税
の
納
付
に
係
る
前
納
報
奨

金
を
廃
止
す
る
た
め
、
関
係
す
る

２
条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

条
例
議
案

■
伊
万
里
牛
素
牛
生
産
拡
大
事
業
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
伊
万
里
牛
素
牛
生
産
拡
大
事
業

基
金
の
額
を
増
額
す
る
た
め
、
改

正
し
た
も
の
で
す
。

■
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
立
花
台
地
開
発
事
業
特
別
会
計

を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
を
統
合

し
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
を
設

置
す
る
た
め
、
改
正
し
た
も
の

で
す
。

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

委
員
会
報
告

■
第
６
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
基

本
構
想
及
び
基
本
計
画
の
策
定

　
市
の
総
合
的
か
つ
体
系
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
６
次

総
合
計
画
基
本
構
想
お
よ
び
基
本

計
画
を
定
め
た
も
の
で
す
。

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
予
算

　
扶
助
費
な
ど
の
社
会
保
障
関
連

経
費
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
な
ど
の
義
務
的
経
費
の
増
加
に

加
え
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

大
規
模
改
修
が
必
要
と
な
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
財
政
の
硬
直
化
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
既
存
事
業
の

見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
必
要
な

事
業
へ
の
投
資
を
行
う
と
と
も

に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
堅
実

な
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
予

算
総
額
は
２
５
３
億
２
３
０
０
万

円
で
す
。

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
・
第
９
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
に

２
億
２
２
７
４
万
１
０
０
０
円
を

予
算
議
案

一
般
議
案

諮
　
問

　
令
和
元
年
度
予
算
の
概
要
は
、

こ
の
『
広
報
伊
万
里
』
と
一
緒
に

配
布
し
て
い
る
『
令
和
元
年
度
予

算
特
集
号
』
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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上下水道事業の組織統合と水道部再編
▷下水道会計を令和元年度から企業会計へ移行したこ

とに合わせ、建設部下水道課と水道部を組織統合し、
新たに上下水道部としました。

▷工業用水道課を廃止し、管理課、工務課、上水道管
理事務所のそれぞれで業務を分担しました。

①平成 30 年度中の退職者
　退職者 11 人（定年退職８人、早期退職１人、普通退

職２人）　※職種内訳：事務職８人、保育士１人、技
能労務職２人）

②新規採用職員
　新規採用職員 15 人　※職種内訳：事務職 12 人、技

術職１人、幼稚園教諭・保育士１人、文化財担当職
１人

インフォメーション

組織体制の強化と人事異動

　総務部税務課長（管理職）のほか、市民部長寿社会課
介護給付係長、子育て支援課子育て支援係長に女性職員
を積極的に登用するなど、新たな視点、発想による更な
る市民サービスの向上を目指します。
▷課長級   2 人  →    3 人（1 人昇任）
▷副課長級 10 人  →  11 人（2 人昇任）
▷主査・主任 27 人  →  27 人（4 人昇任）

政策経営部の再編
▷男女協働推進課、国際戦略室をそれぞれ企画政策課

とまちづくり課内に係として編入しました。
▷ふるさと納税が市の財政運営に大きな影響を及ぼす

ことから、所管するふるさと応援係を伊万里暮らし
応援課から財政課に移設し、スムーズな対応を図り
ます。

▷企画政策課内の企画係、行財政改革推進室を、それぞ
れ企画１係、企画２係に改称し、担当する業務につい
て、係を横断して柔軟に対応できるようにしました。

市民部の再編
▷長寿社会課医療保険係では、国民健康保険証の発行・

更新などを行っており、市民課窓口業務との連携が
不可欠であるため、医療保険係を市民課年金係と統
合し、市民課内に年金保険係として新設しました。

▷近年、少子化対策や児童相談業務の多様化などさま
ざまな課題への対応が必要となっているため、福祉
課を分割し、子育て支援係、保育係など子育てに関
連する部署からなる子育て支援課を新設し、それぞ
れの組織体制を強化しました。

産業部の再編
▷令和元年度に一般社団法人を目指す伊万里観光協会

との連携の強化および観光課の組織体制の見直しを
目的に、これまで市役所本庁舎と伊万里駅ビルに分
かれていた観光課の機能を伊万里駅ビルに一本化し、
課の名称も観光戦略課に改めました。

女性職員の積極的な登用

体制強化の取り組み

　今回の異動は、業務状況に応じた適正な定員管理
を行う中で、女性職員の登用、長期在職者の解消な
どによって、職員の意識改革の促進と資質の向上を
目指した人事配置を行いました。
　また、福祉分野では、少子化対策や児童相談業務
の多様化などさまざまな課題への対応が必要となっ
ているため、福祉課を分割し、『子育て支援課』を
新設して組織体制を強化しました。
　さらに、令和元年度からの下水道会計の企業会計
への移行に合わせ、建設部下水道課と水道部を組織
統合し、新たに『上下水道部』としました。

● 問合先  総務課職員係（☎㉓２１２７）

退職者の補充

▷部長級   4 人（男性　4 人、女性　0 人）

▷副部長級 12 人（男性 12 人、女性　0 人）

▷課長級 16 人（男性 15 人、女性　1 人）

▷副課長級 22 人（男性 18 人、女性　4 人）

▷係長級 37 人（男性 28 人、女性　9 人）

▷主査級 28 人（男性 19 人、女性　9 人）

▷一般職員 75 人（男性 55 人、女性 20 人）

▷新規採用職員 15 人（男性　9 人、女性　6 人）

　平成 31 年４月１日付け定期人事異動で
は、全体で 209 人の異動を行いました。

全体の奉仕者として、誠実かつ公正に職務を執行するこ
とを宣誓する新規採用職員
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（
平
成
31
年
４
月
１
日
付
）

※
表
記
中
の
省
略

　（
兼
）＝
兼
任
、（
併
）＝
併
任

【
部
長
級
】

▽
市
民
部
長
＝
桑
本
成
司
▽
上
下

水
道
部
長
＝
中
里
憲
二
▽
議
会
事

務
局
長
＝
杵
嶋
尚
武
▽
教
育
部
長

＝
中
野
大
成

【
副
部
長
級
】

▽
総
務
部
副
部
長
（
兼
）
秘
書
課

長
＝
岩
﨑
友
紀
▽
総
務
部
副
部
長

（
兼
）
総
務
課
長
（
兼
）
防
災
危
機

管
理
課
長
＝
樋
口
哲
也
▽
政
策
経

営
部
副
部
長
（
兼
）
財
政
課
長
＝

木
寺
克
郎
▽
市
民
部
副
部
長
（
兼
）

子
育
て
支
援
課
長
＝
前
田
文
博
▽

産
業
部
副
部
長
（
兼
）
観
光
戦
略

課
長
＝
力
武
敏
朗
▽
建
設
部
副
部

長
（
兼
）
道
路
河
川
課
長
（
兼
）

検
査
監
（
兼
）
技
術
監
＝
溝
江
龍

史
朗
▽
技
術
監
（
兼
）
検
査
監
＝

中
島
智
▽
会
計
管
理
者
＝
多
久
島

功
▽
上
下
水
道
部
副
部
長
（
兼
）

管
理
課
長
＝
松
岡
猛
彦
▽
教
育
副

部
長
＝
力
武
浩
和
▽
教
育
副
部
長

（
兼
）
教
育
総
務
課
長
＝
梶
原
貴
英

▽
（
出
向
）
佐
賀
県
西
部
広
域
環

境
組
合
＝
長
野
史
朗

【
課
長
級
】

▽
総
務
部
税
務
課
長
＝
山
口
令
子

▽
総
務
部
契
約
監
理
課
長
＝
古
賀

周
平
▽
（
併
）
総
務
部
消
防
調
整

課
長
（
出
向
）
伊
万
里
・
有
田
消

防
組
合
＝
川
原
康
浩
▽
政
策
経
営

部
企
画
政
策
課
長
＝
松
本
公
貴
▽

政
策
経
営
部
ま
ち
づ
く
り
課
長

（
兼
）
伊
万
里
暮
ら
し
応
援
課
長
＝

松
園
家
智
▽
市
民
部
福
祉
課
長
＝

峯
敬
文
▽
産
業
部
農
業
振
興
課
長

（
併
）
農
業
委
員
会
事
務
局
長
＝
野

中
信
守
▽
産
業
部
農
山
漁
村
整
備

課
長
（
併
）
土
地
改
良
区
事
務
局

長
＝
樋
口
繁
義
▽
建
設
部
都
市
政

策
課
長
＝
山
口
公
良
▽
建
設
部
伊

万
里
湾
総
合
開
発
・
国
道
対
策
課

長
＝
近
藤
利
彦
▽
上
下
水
道
部
工

務
課
長
＝
原
口
功
▽
上
下
水
道
部

浄
水
場
管
理
事
務
所
長
＝
古
賀
等

▽
監
査
委
員
事
務
局
長
＝
松
尾
公

弘
▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

＝
中
尾
聡
彦
▽
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
長
（
兼
）
青
少
年
セ
ン
タ
ー

所
長
＝
中
尾
克
也
▽
教
育
委
員
会

体
育
保
健
課
長
＝
山
口
裕
之

【
副
課
長
級
】

▽
総
務
部
総
務
課
副
課
長
（
兼
）

行
政
係
長
＝
松
尾
省
吾
▽
総
務
部

情
報
広
報
課
副
課
長
（
兼
）
市
民

◆
４
月
１
日
付
け
人
事
異
動

伊
万
里
市
職
員
の

人

事

異

動

サ
ー
ビ
ス
係
長
（
兼
）
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
係
長
＝
松
尾
利
矢
▽
総

務
部
市
民
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー

長
（
兼
）
係
長
＝
古
竹
宏
樹
▽
（
併
）

総
務
部
消
防
調
整
課
副
課
長
（
出

向
）
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
＝

中
島
徳
夫
▽
政
策
経
営
部
企
画
政

策
課
副
課
長
（
兼
）
企
画
２
係
長

＝
松
尾
貞
裕
▽
政
策
経
営
部
財
政

課
副
課
長
（
兼
）
財
政
係
長
＝
水

野
宏
樹
▽
政
策
経
営
部
ま
ち
づ
く

り
課
副
課
長
（
兼
）
甲
子
園
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
係
長
（
兼
）
公
共
交
通

対
策
係
長
（
兼
）
国
際
交
流
係
長

＝
岩
﨑
克
信
▽
市
民
部
人
権
・
同

和
対
策
課
副
課
長
（
兼
）
人
権
・

同
和
対
策
係
長
（
併
）
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育

係
＝
小
林
健
二
▽
市
民
部
健
康
づ

く
り
課
副
課
長
（
兼
）
健
康
推
進

係
長
＝
力
武
益
美
▽
市
民
部
子
育

て
支
援
課
副
課
長
（
兼
）
保
育
係

長
（
兼
）
病
後
児
保
育
室
す
こ
や

か
室
長
＝
井
上
泰
志
▽
市
民
部
伊

万
里
保
育
園
長
＝
中
山
恵
美
▽
市

民
部
大
川
保
育
園
長
＝
永
田
惠
子

▽
産
業
部
農
山
漁
村
整
備
課
副
課

長
（
兼
）
農
地
農
村
係
長
＝
松
本

愼
市
▽
建
設
部
道
路
河
川
課
副
課

長
（
兼
）
河
川
係
長
（
併
）
土
地

開
発
公
社
＝
大
川
内
孝
德
▽
建
設

部
伊
万
里
湾
総
合
開
発
・
国
道
対

策
課
副
課
長
（
兼
）
港
湾
振
興
係

長
（
兼
）
国
道
整
備
促
進
係
長
（
併
）

土
地
開
発
公
社
＝
土
井
清
隆
▽
上

下
水
道
部
管
理
課
副
課
長
（
兼
）

管
理
係
長
＝
末
石
雅
彦
▽
上
下
水

道
部
工
務
課
副
課
長
（
兼
）
水

道
工
務
係
長
＝
吉
永
幸
治
▽
上
下

水
道
部
工
務
課
副
課
長
（
兼
）
下

水
道
工
務
係
長
＝
吉
富
竜
治
▽
上

下
水
道
部
浄
水
場
管
理
事
務
所
副

所
長
（
兼
）
浄
水
１
係
長
＝
小
寺

隆
洋
▽
上
下
水
道
部
浄
水
場
管
理

事
務
所
副
所
長
（
兼
）
浄
水
２
係

長
＝
田
中
厚
▽
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
指
導
主
事
＝
古
賀
美
和
▽

（
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
）
樋
渡

弘
二

【
係
長
級
】

（
係
長
）

▽
総
務
部
秘
書
課
秘
書
係
長
＝
松

尾
圭
介
▽
総
務
部
総
務
課
職
員
係

長
＝
岡
本
英
久
▽
総
務
部
税
務
課

固
定
資
産
税
係
長
＝
山
下
勝
彦
▽

総
務
部
契
約
監
理
課
契
約
監
理
係

長
＝
佐
々
木
俊
明
▽
政
策
経
営
部

企
画
政
策
課
企
画
１
係
長
（
兼
）

総
合
教
育
推
進
係
長
＝
西
尾
義
久

▽
政
策
経
営
部
企
画
政
策
課
男
女

協
働
推
進
係
長
＝
春
田
文
子
▽
政

策
経
営
部
財
政
課
ふ
る
さ
と
応
援

係
長
＝
西
洋
史
▽
市
民
部
市
民
課

記
録
管
理
係
長
＝
前
田
千
世
▽
市

民
部
市
民
課
年
金
保
険
係
長
（
兼
）

総
務
部
税
務
課
収
納
対
策
室
＝
松

尾
大
輔
▽
市
民
部
環
境
課
生
活
環

境
係
長
＝
長
野
浩
▽
市
民
部
長
寿

社
会
課
介
護
給
付
係
長
＝
岩
下
忍

▽
市
民
部
福
祉
課
障
害
福
祉
係
長

＝
田
中
克
典
▽
市
民
部
福
祉
課
保

護
係
長
＝
中
山
裕
文
▽
市
民
部
子

育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
長
＝

松
永
智
江
▽
市
民
部
大
川
保
育
園

主
任
保
育
士
＝
池
田
瑞
枝
▽
産
業

部
農
業
振
興
課
農
政
企
画
係
長
＝

小
川
徹
也
▽
産
業
部
農
業
振
興
課

営
農
流
通
係
長
＝
貞
方
聡
郁
▽
産

業
部
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商

工
振
興
係
長
（
兼
）
就
活
支
援
室

係
長
＝
古
賀
修
▽
産
業
部
観
光
戦

略
課
観
光
振
興
係
長
＝
中
山
亮
一

▽
産
業
部
観
光
戦
略
課
伊
万
里
ブ

ラ
ン
ド
係
長
（
兼
）
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
係
長
＝
林
淳
也
▽
建

設
部
道
路
河
川
課
道
路
係
長
＝
立

川
誠
二
▽
建
設
部
都
市
政
策
課
都

市
計
画
係
長
（
兼
）
松
島
搦
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
長
（
兼
）
政
策
経

営
部
企
画
政
策
課
企
画
１
係
（
併
）

土
地
開
発
公
社
＝
馬
場
芳
史
▽
上

下
水
道
部
管
理
課
営
業
係
長
（
兼
）

下
水
道
庶
務
係
＝
松
本
泰
道
▽
上

下
水
道
部
管
理
課
下
水
道
庶
務
係

長
（
兼
）
営
業
係
＝
野
中
靖
洋
▽

上
下
水
道
部
工
務
課
水
道
維
持
係

長
＝
鶴
田
宏
樹
▽
上
下
水
道
部
工

務
課
水
道
施
設
係
長
＝
山
﨑
豪
▽

上
下
水
道
部
工
務
課
下
水
道
施
設

係
長
＝
畠
山
和
也

182019.5広報伊万里



インフォメーション

▽
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
総
務

企
画
係
長
（
兼
）
教
育
施
設
課
教

育
施
設
係
副
主
幹
（
併
）
政
策
経

営
部
企
画
政
策
課
総
合
教
育
推
進

係
副
主
幹
＝
樋
口
三
紀
子
▽
教
育

委
員
会
伊
万
里
公
民
館
副
館
長

（
併
）
市
民
部
市
民
課
伊
万
里
分

室
係
長
＝
福
本
憲
亮
▽
教
育
委
員

会
黒
川
公
民
館
副
館
長
（
併
）
総

務
部
黒
川
出
張
所
主
任
＝
久
保
田

幸
人
▽
教
育
委
員
会
南
波
多
公
民

館
副
館
長
（
併
）
総
務
部
南
波
多

出
張
所
主
任
＝
古
賀
静
香
▽
教
育

委
員
会
松
浦
公
民
館
副
館
長
（
併
）

総
務
部
松
浦
出
張
所
主
任
＝
久
保

田
弘
平
▽
教
育
委
員
会
二
里
公
民

館
副
館
長
（
併
）
総
務
部
二
里
出

張
所
主
任
＝
西
山
一
史
▽
教
育
委

員
会
東
山
代
公
民
館
副
館
長
（
併
）

総
務
部
東
山
代
出
張
所
主
任
＝
松

尾
愛
▽
教
育
委
員
会
青
少
年
セ
ン

タ
ー
係
長
（
兼
）
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
副
館
長
（
兼
）
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
＝
塚
本
典
義
▽
教
育

委
員
会
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理

係
長
＝
前
田
秀
一
▽
（
出
向
）
伊

万
里
・
有
田
地
区
医
療
福
祉
組
合

＝
蒲
地
史

（
主
査
・
主
任
）

▽
総
務
部
（
主
査
）
＝
岩
野
勤
▽

総
務
部
（
主
査
）
＝
杉
本
多
弥
▽

総
務
部
（
主
査
）
＝
川
本
真
昭
▽

政
策
経
営
部
（
主
査
）
＝
佐
藤
拓

郎
▽
政
策
経
営
部
（
主
査
）
＝
山

口
真
由
美
▽
政
策
経
営
部
（
主
査
）

＝
井
上
浩
一
▽
市
民
部
（
主
査
）

（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
＝
川
添

和
也
▽
市
民
部
（
主
査
）
＝
前
田

真
理
子
▽
市
民
部
（
主
査
）
＝
稗

田
愛
子
▽
市
民
部
（
主
査
）
＝
吉

岡
紘
史
▽
市
民
部
（
主
査
）
＝
福

野
千
登
美
▽
市
民
部
伊
万
里
保
育

園
（
主
査
）
＝
辻
育
子
▽
市
民
部

松
浦
保
育
園
（
主
査
）
＝
吉
岡
美

和
▽
市
民
部
松
浦
保
育
園
（
主
任
）

＝
藤
田
裕
子
▽
産
業
部
（
主
査
）

＝
武
藤
寛
▽
建
設
部
（
主
査
）
＝

水
野
理
恵
▽
建
設
部
（
主
査
）
＝

小
嶋
勝
記
▽
建
設
部
（
主
査
）
＝

大
川
内
聡
▽
建
設
部
（
主
査
）（
併
）

土
地
開
発
公
社
＝
松
本
良
子
▽
建

設
部
（
主
査
）
＝
井
手
清
一
▽
建

設
部
（
主
査
）（
併
）
土
地
開
発

公
社
＝
中
島
孝
博
▽
上
下
水
道
部

（
主
査
）
＝
杵
嶋
威
晃
▽
上
下
水

道
部
（
主
査
）
＝
中
島
一
郎
▽
上

下
水
道
部
（
主
査
）
＝
畑
島
康
幸

▽
上
下
水
道
部
（
主
査
）
＝
東
島

新
▽
上
下
水
道
部
（
主
査
）
＝
大

川
内
慎
二
▽
上
下
水
道
部
（
主
任
）

＝
前
島
英
樹
▽
教
育
委
員
会
（
主

査
）（
併
）
政
策
経
営
部
＝
南
里

一
幸

【
一
般
職
員
】

▽
総
務
部
総
務
課
付
（
佐
賀
県

派
遣)

＝
山
本
圭
悟
▽
総
務
部
＝

坂
口
幸
司
▽
総
務
部
＝
松
園
秀
平

▽
総
務
部
＝
西
浩
一
郎
▽
総
務
部

＝
平
尾
千
尋
▽
総
務
部
税
務
課
付

（
佐
賀
県
派
遣
）
＝
市
丸
優
子
▽

総
務
部
＝
松
尾
慎
也
▽
総
務
部
＝

吉
田
有
里
▽
（
併
）
総
務
部
＝
池

内
繁
夫
▽
（
併
）
総
務
部
＝
松
田

英
雄
▽
（
併
）
総
務
部
＝
浦
郷
一

紀
▽
（
併
）
総
務
部
＝
久
保
田
俊

宏
▽
（
併
）
総
務
部
＝
吉
﨑
雅
樹

▽
（
併
）
総
務
部
＝
下
平
博
康
▽

（
併
）
総
務
部
＝
深
見
元
貴
▽
（
併
）

総
務
部
＝
金
子
竹
司
▽
（
併
）
総

務
部
＝
小
林
翔
流
▽
政
策
経
営
部

＝
金
子
祐
介
▽
政
策
経
営
部
＝
池

田
健
吾
▽
政
策
経
営
部
（
併
）
選

挙
管
理
委
員
会
＝
市
丸
雄
基
▽
政

策
経
営
部
＝
松
尾
賢
治
▽
政
策
経

営
部
＝
溝
江
拓
朗
▽
市
民
部
＝
西

陽
子
▽
市
民
部
＝
大
塚
聡
子
▽
市

民
部
＝
黒
髪
慎
二
▽
市
民
部
＝
小

松
由
季
▽
市
民
部
＝
横
山
彩
子
▽

市
民
部
＝
重
田
清
佳
▽
市
民
部
＝

畑
山
孝
文
▽
市
民
部
＝
中
島
悠
貴

▽
市
民
部
＝
山
田
剛
▽
市
民
部
＝

梶
山
諒
也
▽
市
民
部
大
坪
保
育
園

＝
前
田
成
美
▽
市
民
部
牧
島
保
育

園
＝
大
野
恵
充
▽
市
民
部
大
川
保

育
園
＝
中
地
由
樹
▽
産
業
部
＝
松

岡
洋
▽
産
業
部
＝
平
山
利
久
▽
産

業
部
＝
南
亮
介
▽
建
設
部
＝
栗
原

蓮
▽
建
設
部
＝
中
島
友
輝
▽
建
設

部
（
兼
）
政
策
経
営
部
（
併
）
土

地
開
発
公
社
＝
古
賀
恭
輔
▽
出
納

室
＝
井
手
温
子
▽
上
下
水
道
部
＝

椛
島
宏
樹
▽
上
下
水
道
部
＝
松
尾

由
理
▽
上
下
水
道
部
＝
片
山
理
恵

▽
上
下
水
道
部
＝
南
亦
以
▽
上
下

水
道
部
＝
山
口
真
理
恵
▽
上
下
水

道
部
＝
江
﨑
早
耶
佳
▽
上
下
水
道

部
（
併
）
市
民
部
＝
吉
富
俊
輔
▽

上
下
水
道
部
＝
中
村
美
沙
子
▽
上

下
水
道
部
＝
小
野
慶
太
▽
上
下
水

道
部
＝
小
原
大
地
▽
上
下
水
道
部

＝
池
田
竜
仁
▽
上
下
水
道
部
＝
小

松
健
太
▽
上
下
水
道
部
＝
池
田
俊

貴
▽
上
下
水
道
部
（
併
）
建
設
部

＝
松
尾
翔
太
▽
上
下
水
道
部
＝
荘

泰
彦
▽
上
下
水
道
部
（
併
）
建
設

部
＝
倉
冨
勲
▽
上
下
水
道
部
＝
橋

本
龍
一
郎
▽
上
下
水
道
部
＝
山
口

輝
彦
▽
上
下
水
道
部
＝
川
本
成
人

▽
議
会
事
務
局
＝
松
尾
希
美
▽
教

育
委
員
会
＝
田
代
哲
也
▽
教
育
委

員
会
＝
杵
嶋
孝
太
▽
教
育
委
員
会

＝
田
代
葉
月
▽
教
育
委
員
会
＝
松

尾
俊
典
▽
教
育
委
員
会
（
併
）
市

民
部
＝
久
保
田
明
子
▽
（
伊
万
里
・

有
田
消
防
組
合
）
＝
川
原
浩
二
▽

（
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
）
＝
宝

蔵
寺
淳
▽
（
伊
万
里
・
有
田
消
防

組
合
）
＝
前
田
伸
吾
▽
（
伊
万
里
・

有
田
消
防
組
合
）
＝
西
尾
義
孝
▽

（
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
）
＝
中

島
大
輔
▽
（
伊
万
里
・
有
田
消
防

組
合
）
＝
樋
渡
裕
司
▽
（
伊
万
里
・

有
田
消
防
組
合
）
＝
大
串
栄
佑
▽

（
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合
）
＝
久

保
田
隆
慈

【
新
規
採
用
職
員
】

▽
総
務
部
＝
田
中
惟
央
吏
▽
総
務

部
＝
森
田
愛
実
▽
総
務
部
＝
加
川

啓
一
郎
▽
市
民
部
＝
川
越
喜
子
▽

市
民
部
＝
荒
久
田
光
俊
▽
市
民
部

＝
山
崎
菜
緒
▽
市
民
部
伊
万
里
保

育
園
＝
末
永
夕
貴
▽
産
業
部
＝
馬

渡
健
斗
▽
産
業
部
＝
筒
井
悠
▽
建

設
部
＝
永
元
暢
一
▽
上
下
水
道
部

＝
前
川
恭
平
▽
農
業
委
員
会
＝
江

口
裕
典
▽
教
育
委
員
会
＝
中
村
晋

也
▽
教
育
委
員
会
（
併
）
総
務
部

＝
峯
歩
美
▽
教
育
委
員
会
＝
薮
遥

菜【
再
任
用
職
員
】

▽
（
総
務
部
）（
併
）（
議
会
事
務
局
）

＝
前
山
博
徳
▽
（
総
務
部
）
＝
緒

方
俊
夫
▽
（
市
民
部
）
＝
川
﨑
久

美
子
▽
（
教
育
委
員
会
）
＝
前
田

五
月
▽
（
教
育
委
員
会
）
＝
橋
口

直
紹
▽
（
教
育
委
員
会
）（
併
）（
総

務
部
）
＝
草
場
敏
彦
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インフォメーション

健診（検診）名 対象年齢
（令和２年３月 31 日現在）

検査内容
料　金

医療機関 集団健診

健
康
診
査
な
ど

30 代健康診査 30 歳〜 39 歳
測定（身長・体重・腹
囲）・血液検査・尿検査・
診察・血圧測定

無料 無料

特定健康診査（国民健康保険加入者） 40 歳〜 74 歳 無料 無料

長寿健康診査 75 歳以上 無料 ー

肝炎ウイルス検査 30 歳〜 74 歳 血液検査 ー 無料

骨粗しょう症検診 40 歳〜 70 歳の女性 腕のエックス線撮影 ー 500 円

が
ん
検
診

肺がん検診 40 歳〜 64 歳
胸のエックス線撮影 500 円 500 円

結核・肺がん検診 65 歳以上

胃がん検診（バリウム） 40 歳以上 バリウム検査 ー 500 円

大腸がん検診 40 歳以上 便潜血反応 ー 500 円

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 血液検査 ー 500 円

乳がん検診
40 歳以上の女性（２年
に１回）

マンモグラフィ検査 500 円 500 円

子宮頸がん検診
20 歳以上の女性 子宮頸部の細胞診

500 円 500 円30 歳〜 44 歳の女性の
うち希望者

子宮頸部の細胞診
＋ＨＰＶ検査

胃がん検診（内視鏡）
50 歳・52 歳・54 歳・
56 歳・58 歳・60 歳・
62 歳・64 歳

胃カメラ 4,000 円 ー

■ 健診（検診）内容

● 問合先　健康づくり課健康推進係（　 ☎㉒３９１６）

健康診査・がん検診を受けましょう

■ 健診（検診）の受け方

身体のわずかな変化を早期に見つけるために、健診は毎年継続して受診しましょう。

　特定健康診査は、通院治療中の人も対象になりますので、年に１回は受けましょう。生活習慣病発症の危険性

を知り、予防に役立てることができます。

◇医療機関で受けたい人

◇集団健診で受けたい人

　次ページの『①医療機関で受ける』をご覧ください。市外の医療機関については市のホームページで確認するか、

直接医療機関に問い合わせてください。

※受診できる期間は、６月１日〜令和２年３月 31 日です。

　受診票に記載されている日程・会場で受診してくだ

さい。記載の日時で都合が悪い場合は、次ページの『②

集団健診で受ける』をご覧ください。

※胃がん検診、乳がん検診、骨粗しょう症検診は定員

があるため予約が必要です。健康づくり課に申し込

んでください。

　受診票は５月中旬までに

　郵送します。

■ 健診（検診）結果について
　受診から約１か月後に、受診者全員にお知らせします。精密検査が必要とされた

場合は、必ず医療機関を受診してください。
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インフォメーション

実施場所 実施日 健康診査
肝炎

ウイルス
前立腺
がん

胃 が ん
（バリウム）
※ 定 員 70
人、要予約

大腸がん
（容器配布）

子宮頸
がん

乳がん
※ 定 員 55
人、要予約

肺がん
骨粗しょう症
※ 定 員 20
人、要予約

受付開始時間 ８時 30 分 9 時 30 分 10 時 8 時 30 分

市民センター

6 月 18 日（火）・19 日（水）・
20 日（木）・21 日（金）・ 24
日（月）・25 日（火）・28 日（金）

● ● ● ● ● ● ● ●

9 月 21 日（土）※要予約 ● ● ● ● ● ● ● ●

10 月 8 日（火）※要予約（受付時間）午後５時〜７時 ● ● ●

10 月 13 日（日）※要予約 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

立花公民館

6 月 5 日（水） ● ● ● ● ●

9 月 17 日（火） ● ●

9 月 18 日（水） ● ●

黒川公民館
5 月 24 日（金） ● ● ● ● ●

8 月 21 日（水） ● ● ● ●

波多津公民館
5 月 23 日（木） ● ● ● ● ●

8 月 20 日（火） ● ● ● ●

南波多公民館
5 月 29 日（水） ● ● ● ● ●

10 月 15 日（火） ● ● ● ●

大川公民館
5 月 31 日（金） ● ● ● ● ●

9 月 2 日（月） ● ● ● ●

松浦公民館
5 月 30 日（木） ● ● ● ● ●

9 月 3 日（火） ● ● ● ●

二里公民館

6 月 14 日（金） ● ● ● ● ●

9 月 24 日（火） ● ●

9 月 25 日（水） ● ●

東山代公民館

6 月 3 日（月）・4 日（火） ● ● ● ● ●

9 月 11 日（水） ● ●

9 月 12 日（木） ● ●

楠久公民館 6 月 11 日（火）（受付時間）午前９時〜 10 時 ● ●

川南集会所 6 月 11 日（火）（受付時間）午後１時 30 分〜２時 30 分 ● ●

山代公民館

6 月 11 日（火）（受付時間）午前 11 時〜 11 時 30 分 ● ●

6 月 12 日（水）・13 日（木） ● ● ● ● ●

9 月 10 日（火） ● ● ●

医療機関名 健康診査
がん検診

肺 子宮 乳 胃
カメラ

いび整形外科 ●

伊万里有田共立病院 ●月〜金 ● ●要予約 ●要予約 ●要予約

伊万里松浦病院 ● ● ●要予約 ●要予約

内山産婦人科医院 ●

大川野クリニック ● ●要予約

岡村医院 ● ●要予約 ●要予約

おぜきホームクリニック ●

小副川医院 ● ● ●要予約

加茂医院 ●

きたじま整形外科 ●

口石病院 ● ●要予約

小島医院 ● ●

小島病院 ● ●

産婦人科南ヶ丘クリニック ●

助廣医院 ●

医療機関名 健康診査
がん検診

肺 子宮 乳 胃
カメラ

鈴山内科小児科医院 ●

隅田病院 ● ●要予約

立石医院 ● ●

たなか内科クリニック ● ●要予約

夏秋医院 ●

西田病院 ● ● ●要予約 ●要予約

伸びる・こじまクリニック ● ●

浜田産婦人科クリニック ●

日髙医院 ●

古川内科クリニック ● ●

堀田病院 ●

前田病院 ● ●

水上医院 ●

山口病院 ● ●

山元記念病院 ● ● ● ●要予約

② 集団健診で受ける　【持参する物】保険証・受診票・料金

① 医療機関で受ける　【持参する物】保険証・受診票・料金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※子宮頸がん検診、胃カメラ検診の受診票は医療機関にあります。
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● 対　象　　市内に在住、通勤または通学しているおおむね 10 人以上の団体
● 時　間　　午前９時から午後９時までの間で、２時間以内
※土・日曜日、祝日を希望する場合は、担当課と調整後に決定します。
● 場　所　　市内のみ（受講場所は申込者で確保してください）
● 講師料　　無　料
● 申込方法　受講予定日の２週間前までに、申込書をまちづくり課に提出してください。ファックスやメールでも

受け付けます。
※申込書とメニュー表は、まちづくり課、各町（地区）公民館、市民センター、生涯学習センター、市民図書館、

市民交流プラザに備え付けています。また、市のホームページからもダウンロードできます。
● 申込・問合先　まちづくり課まちづくり推進係（　 ☎㉓２１１４・　  ㉒７２１３）
　　　　　　　　メールアドレス　machizukuri@city.imari.lg.jp

　市は、皆さんの身近な生活に関わる行政情報を提供し、市民参加によるまち
づくりをめざすため『まちづくり出前講座』を開催しています。平成 30 年度は、
開催回数 245 回、延べ 8,148 人の参加がありました。市職員が皆さんのもと
へ出向き、知りたいことや聞きたいことなどについて話をします。希望する場
合は、下記のメニュー表から講座名を選んで申し込んでください。

◆ 令和元年度 まちづくり出前講座メニュー表 ◆

FAX

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

く
ら
し

34 伊万里市の防災について
35 市税について
36 消費者トラブル防止について
37 国民年金について
38 木造住宅の耐震化について
39 水道の話
40 防火教室
41 救急教室

環
境

42 家庭でできる地球温暖化対策
43 ごみの分別とリサイクルについて
44 犬・ねこの飼い方について
45 伊万里市の環境の状況

産
業
・
観
光

46 伊万里市の農業について
47 伊万里市の林業・水産業について
48 伊万里市の商工業について
49 伊万里市の観光について
50 農業者年金について
51 農地の転用、売買、貸借について

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
Ⅰ
ツ

52 子どもの生きる力について
53 家庭教育について
54 青少年の育成について
55 人権・同和問題について
56 伊万里の文化財
57 伊万里の史跡めぐり
58 伊万里の資料館見学ガイド
59 図書館のデータベース活用方法
60 家読について
61 絵本の見せ方、読み方、選び方
62 いきいき脳活！音読教室
63 新体力テスト及びニュースポーツの指導

選 挙 64 明るい選挙について
その他 65 その他（希望講座を相談してください）
※この講座は、苦情や陳情の場ではありません。

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

市

政

１ 市政の動きについて（市長講話）
２ 行政改革について
３ 第６次伊万里市総合計画について
４ 伊万里市まち・ひと・しごと創生総合戦略について
５ 伊万里市のファシリティマネジメントについて
６ 考えてみましょう！『男女協働参画』
７ 伊万里市の家計簿（財政）
８ 予算のみかた 〜税金の使われ方から財政状況まで〜
９ ふるさと納税制度について
10 食のまちづくりについて

11 市民との協働によるまちづくり
（地域づくり推進事業を含む）

12 伊万里市の国際交流について
13 伊万里市の多文化共生について
14 伊万里湾の開発について

ま
ち
づ
く
り

15 伊万里市の公共交通について
16 道路の話
17 都市計画の話
18 地籍調査の話
19 下水道の話

福
祉
・
健
康

20 伊万里市の婚活推進事業について
21 国民健康保険について
22 後期高齢者医療制度について
23 高齢者福祉について
24 介護保険について
25 認知症サポーター養成講座
26 介護予防（百歳体操など）について
27 地域包括ケアシステムについて
28 生活習慣病予防について
29 健康づくりについて
30 知っておきたい子どもの病気と手当
31 障害者総合支援法について
32 生活保護制度について
33 伊万里市の子育て支援の取り組みについて

利用しませんか　まちづくり出前講座

インフォメーション
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農
協
と
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や

カ
ラ
ス
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
、
伊
万
里
市
猟
友
会
の
協
力
の

も
と
、
わ
な
や
銃
器
に
よ
る
駆
除

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

駆
除
期
間

　
５
月
１
日
（
水
）
〜

令
和
２
年
２
月
29
日
（
土
）

●

注
意
点

▽
有
害
鳥
獣
を
駆
除
す
る
た
め
に

は
、
狩
猟
免
許
や
市
か
ら
の
許

可
が
必
要
で
す
。
免
許
や
許
可

な
く
、
わ
な
を
仕
掛
け
た
場
合

は
違
法
行
為
と
な
り
ま
す
。

▽
野
山
に
入
る
と
き
は
、
目
立
つ

服
装
を
し
た
り
ラ
ジ
オ
を
携
帯

し
た
り
す
る
な
ど
、
人
が
い
る

こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
農
業
振
興
課
営
農
流
通
係

（
　
☎
㉓
２
５
５
７
）

　
農
山
漁
村
整
備
課
林
務
水
産
係

（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
営
農
振
興
課

（
☎
㉓
５
５
６
０
）

有
害
鳥
獣
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
新
規
に
狩
猟
免
許
を

取
得
し
、
イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
な

ど
の
有
害
鳥
獣
駆
除
に
最
低
３
年

以
上
取
り
組
む
人
に
対
し
、
狩
猟

免
許
取
得
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

◆
狩
猟
免
許
試
験
補
助
制
度

●

対
象
者

　
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
65

歳
以
下
の
人

●

助
成
金
額

▽
わ
な
猟
　
上
限
５
万
円

▽
銃
　
猟
　
上
限
６
万
円

●

申
込
期
限
　
６
月
26
日
（
水
）

●

申
込
・
問
合
先

　
農
業
振
興
課
営
農
流
通
係

（
　
☎
㉓
２
５
５
７
）

◆
狩
猟
免
許
試
験

●

試
験
日
・
試
験
会
場

▽
７
月
17
日
（
水
）　
唐
津
市

▽
８
月
１
日
（
木
）　
佐
賀
市

▽
８
月
４
日
（
日
）　
佐
賀
市

▽
令
和
２
年
１
月
26
日
（
日
）

　
佐
賀
市

※
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
佐
賀
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

申
込
期
限

　
各
試
験
日
の
２
週
間
前
ま
で

●

申
込
先
　
伊
万
里
市
猟
友
会

（
☎
㉓
８
８
３
７
）

狩
猟
免
許
の

新
規
取
得
者
を
支
援

　
６
月
１
日
現
在
で
工
業
統
計
調

査
を
行
い
ま
す
。
従
業
者
４
人
以

上
で
、
製
造
業
に
属
す
る
す
べ
て

の
事
業
所
が
対
象
で
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調

査
票
へ
の
回
答
な
ど
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
簡
単
・
安
心
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
調
査
内
容
は
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●

問
合
先

　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
　
☎
㉓
５
４
９
１
）

　
猫
が
み
だ
り
に
繁
殖
す
る
の
を

防
ぐ
た
め
、
猫
の
避
妊
去
勢
手
術

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●

補
助
金
額

　
１
頭
に
つ
き
２
０
０
０
円

※
１
年
度
１
世
帯
に
つ
き
、
１
頭

ま
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

※
手
術
を
行
う
前
に
必
ず
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）

２
０
１
９
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

猫
の
避
妊
去
勢
手
術

費
用
の
一
部
を
補
助

ふるさと伊万里で就職しませんか
『伊万里の“いい職”相談会』を開催

● 日　時　６月 15 日（土）午後１時〜４時
● 場　所　市民センター
● 内　容　市内の企業 20 社程度による合同求人説

明会、企業ブースでの個別相談
● 参加料　無　料
● 問合先
▷企業誘致・商工振興課就活支援室

　（　 ☎㉓２１８４）

　市内での就業を希望する大卒予定者やＵＩＪ

ターン希望者などを対象に、企業合同求人説明会

を開催します。

その気持ち、誰かを笑顔にさせる種

５月５日（日・祝）〜 11（土）

児 童 福 祉 週 間

　次世代を担う子どもたちのために、子どもを取

り巻く諸問題に積極的に関心を向け、地域のみん

なで子育てを支援しましょう。市では、昭和 56 年

から子どもたちの健やかな成長を願って『こいの

ぼり掲揚活動』を実施しており、市役所、保育園

などで掲揚しています。『こいのぼり』をお持ちの

家庭でもぜひ掲げて、伊万里の空にたくさんの『こ

いのぼり』を泳がせましょう。
● 問合先
　子育て支援センターぽっぽ（　 ☎㉓５１９７）

インフォメーション
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飲
み
残
し
の
薬
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
古
い
薬
を
飲
ん
で

飲
み
間
違
い
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
勝
手
な
判
断
で
薬
を

飲
ん
で
し
ま
う
と
、
思
わ
ぬ
副
作

用
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
飲
み
残
し
の
薬
を
『
か
か
か
り

つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
』
に
持
っ
て

い
く
と
、
薬
剤
師
が
必
要
な
薬
か

処
分
し
た
方
が
よ
い
薬
か
を
判
断

し
ま
す
。
薬
は
正
し
く
飲
む
こ
と

で
本
来
の
治
療
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
飲
み
残
し
の
薬
を
減
ら
す

こ
と
で
医
療
費
の
削
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

※
薬
局
で
は
『
お
く
す
り
整
理
相

談
バ
ッ
グ
』
を
無
料
で
渡
し
て

い
ま
す
。
薬
や
健
康
に
つ
い
て

気
軽
に
相
談
で
き
る
『
か
か
り

つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
』
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

●

問
合
先　

▽
一
般
社
団
法
人
佐
賀
県
薬
剤
師

会
（
☎
０
９
５
２
㉓
８
９
３
１
）

▽
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
０
９
５
２
◯
８
４
７
６
）

インフォメーション

64

　
定
期
的
な
健
康
診
断
の
受
診
や

運
動
な
ど
、
自
主
的
な
健
康
づ
く

り
活
動
を
行
っ
た
場
合
に
一
定
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
ポ
イ
ン
ト

が
た
ま
る
と
特
典
を
交
付
し
ま
す
。

●

対
象
者　

特
定
健
診
の
対
象
と

な
る
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者

●

ポ
イ
ン
ト
・
付
与
対
象

▽
15
ポ
イ
ン
ト
　
特
定
健
診
、
人

間
ド
ッ
ク
の
受
診

▽
５
ポ
イ
ン
ト
　
が
ん
検
診
の
受

　
診
（
１
種
類
に
つ
き
５
ポ
イ
ン

ト
。
２
種
類
ま
で
）、
週
１
回

以
上
の
定
期
的
な
運
動
の
実
施

※
対
象
期
間
は
１
月
１
日
〜
12
月

31
日

●

達
成
要
件　

25
ポ
イ
ン
ト
以
上

●

ポ
イ
ン
ト
特
典
（
４
０
０
人
）

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄き

附ふ

金
の
返
礼

品
（
２
０
０
０
円
相
当
）
か
ら

希
望
の
一
品
を
交
付

伊
万
里
市
国
保
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の
案
内

●

ボ
ー
ナ
ス
特
典
（
４
０
０
人
）

　
ポ
イ
ン
ト
特
典
申
込
者
が
、
前

年
度
の
特
定
健
診
を
受
け
て
い

な
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

を
紹
介
し
、
紹
介
さ
れ
た
人
が

令
和
元
年
内
に
特
定
健
診
を
受

診
す
れ
ば
各
種
が
ん
検
診
（
前

立
腺
、
肺
、
大
腸
、
胃
、
子
宮
、

乳
）
す
べ
て
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

（
令
和
２
年
度
が
ん
の
集
団
検

診
用
）
を
交
付

※
ポ
イ
ン
ト
特
典
・
ボ
ー
ナ
ス
特

典
は
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
兼
特
典
申
請

書
は
、
特
定
健
診
会
場
と
市
民

課
で
入
手
で
き
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●

問
合
先

　
市
民
課
年
金
保
険
係

（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

自
宅
に
薬
の
飲
み
残

し
は
あ
り
ま
せ
ん
か

住宅耐震診断費臨時補助・住宅耐震改修費補助
　大地震は、いつどこで起きてもおかしくあ

りません。市では、熊本地震で多くの古い住

宅が被害を受けたことから、市内にある住宅

や建築物の所有者などが耐震診断を行う場合

の住宅の耐震診断補助制度を臨時的に拡充す

るとともに、新たに耐震改修補助制度をス

タートさせました。

　耐震診断や耐震改修の実施を促進し、建物

の耐震性への不安解消と、震災に強いまちづ

くりを目的とした制度です。

※耐震診断費臨時補助制度は令和２年まで

です。

● 補助対象
　昭和 56 年５月 31 日以前に建築または工

事に着手した、所有者自らが居住する１戸
建て住宅

● 補助内容
　耐震診断費用の６分の５を補助します。

　耐震診断の結果、耐震性が不足していた場合、耐震改修
費用（限度額 280 万円）の 23％を補助します。

※詳しい申請の方法や耐震診断については市のホームペー
ジに掲載しています。

● 問合先　都市政策課建築住宅係（　 ☎㉓２４６４）

【現況図面がある場合】
耐震診断費　６万円
補助額　　　５万円
自己負担額　１万円

【現況図面がない場合】
耐震診断費　　　９万円
補助額　　　７万５千円
自己負担額　１万５千円

【例１】
工事費用　　 100 万円
補助額　　　　23 万円
自己負担額　　77 万円

【例２】
工事費用　　　　350 万円
補助額　　　  64 万４千円
自己負担額　285 万６千円

トップページで 耐震診断 検索 ➡
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　『
平
成
』
か
ら
『
令
和
』
に
元
号

が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
５

月
１
日
以
降
に
本
市
が
発
出
す
る

文
書
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に

取
り
扱
う
こ
と
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
事
務
処
理
の
都
合
上
、

文
書
に
よ
っ
て
は
『
平
成
31
年
度
』

と
表
示
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
改
元
日
以
前
に
作
成
し

た
文
書
に
お
い
て
、『
平
成
』
を
用

い
て
改
元
日
以
降
の
年
を
表
示
し

て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
有
効

な
も
の
と
し
ま
す
。

●

問
合
先

　
総
務
課
行
政
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
３
）

インフォメーション

市
税
の
全
期
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
し
ま
す

　
令
和
元
年
度
か
ら
、市
県
民
税
（
普

通
徴
収
）
と
固
定
資
産
税
の
全
期

前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
戦
後
の
混
乱
し

た
経
済
状
況
の
中
で
、
税
収
の
早

期
確
保
と
納
税
意
識
の
向
上
な
ど

を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
社
会
情
勢
が
大
き

く
変
化
し
た
現
代
で
は
、
納
付
の

利
便
性
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
導
入
時
の
目
的
は
達
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
、
多
く
の
自
治

体
で
制
度
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
特
別
徴
収

事
業
所
や
口
座
振
替
利
用
者
の
増

加
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を

使
っ
た
収
納
な
ど
、
納
付
方
法
が

多
様
化
し
利
便
性
が
向
上
す
る
な

ど
、
納
税
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
い
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
の
見
直
し
を
行
う
中
で
、

前
納
報
奨
金
の
財
源
に
つ
い
て

も
、
多
方
面
に
活
用
し
た
い
と
の

考
え
か
ら
、
制
度
を
廃
止
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
こ
の
制
度
を
利
用

し
、
早
期
に
納
付
さ
れ
て
い
た
皆

さ
ん
に
は
、
制
度
廃
止
へ
の
理
解

と
納
期
内
納
付
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
制
度
は
廃
止
し
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
一
括

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●

納
付
方
法

▽
納
付
書

　
全
期
ま
た
は
期
別
の
い
ず
れ
か

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
バ
ー

コ
ー
ド
が
付
い
て
い
る
納
付
書

は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
（
ヤ

フ
ー
ア
プ
リ
、
Ｐペ

イ

ビ

ー

ａ
ｙ
Ｂ
）
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

▽
口
座
振
替

　
全
期
前
納
か
ら
各
期
納
付
、
ま

た
は
各
期
納
付
か
ら
全
期
前
納

へ
納
付
方
法
を
変
更
す
る
人

は
、
税
務
課
で
変
更
の
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
届
け
出
が

な
い
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
方
法
で
口
座
振
替
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
税
務
課
収
納
対
策
室

（
　
☎
㉓
２
１
５
２
）

※
全
期
前
納
報
奨
金
と
は
、
市
県

民
税
（
普
通
徴
収
）
と
固
定
資

産
税
を
対
象
と
し
て
、
第
１
期

の
納
期
限
ま
で
に
全
期
分
を
一

括
納
付
し
た
人
に
交
付
す
る
報

奨
金
の
こ
と
で
す
。

改
元
に
伴
う
市
文
書

の
取
り
扱
い

▽
年
表
示

　『
令
和
』
と
し
ま
す
。
初
年

の
表
示
は
『
令
和
元
年
』
と

し
ま
す
。

▽
年
度
表
示

　
改
元
日
以
降
は
当
年
度
全
体

を
通
じ
て
『
令
和
元
年
度
』

と
し
ま
す
。

オオキンケイギクは『特定外来生物』です

　オオキンケイギクは５月から７月ごろにかけて鮮やかな黄色い花をつけ、道端や河原などでよく見かけま
す。しかし、きれいな花だからといって、自宅の庭や花壇には絶対に植えないでください。
　オオキンケイギクは、日本の生態系に重大な影響を及ぼすおそれがある植物として、外来生物法による『特
定外来生物』に指定され、栽培、運搬、販売、野外に放つことなどが禁止されています。
　オオキンケイギクが庭などに生えているのを見
かけたら駆除しましょう。しかし、オオキンケイ
ギクは生きたまま移動させる、保管するなどの行
為が禁止されています。処理をする際には、根か
ら引き抜いたものを２、３日天日にさらして枯死
させるなどしたあとで、燃えるごみとして処分し
てください。場所によっては、除草剤による駆除
も効果的です。繁殖が広がらないようにするた
めには、種子をつける前に駆除することが望ま
れます。
● 問合先　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

オオキンケイギク
提供：九州地方環境事務所
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●

対
　
象
　
①
〜
⑧
全
て
に
該
当

す
る
人

①
市
外
に
２
年
以
上
居
住
し
て
い

た
人
で
、
平
成
30
年
７
月
１
日

以
降
に
市
内
に
転
入
し
、
転
入

後
６
か
月
以
内
に
市
内
の
中
小

企
業
な
ど
に
常
用
労
働
者
と
し

て
就
職
し
た
人
、
ま
た
は
、
平

成
30
年
７
月
１
日
以
降
に
市
内

の
中
小
企
業
な
ど
に
常
用
労
働

者
と
し
て
就
職
し
、
就
職
後
６
か

月
以
内
に
市
内
に
転
入
し
た
人

②
６
か
月
以
上
継
続
し
て
市
内
の

中
小
企
業
な
ど
で
就
業
し
た
人

で
、
以
降
継
続
し
て
就
業
が
見

込
ま
れ
る
人

③
転
入
日
時
点
で
40
歳
未
満
の
人

④
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑥
転
勤
や
季
節
労
働
に
よ
る
一
時

的
な
転
入
で
は
な
い
人

⑦
国
家
公
務
員
ま
た
は
地
方
公
務

員
で
な
い
人

⑧
過
去
に
当
奨
励
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

奨
励
金
額  

１
人
に
つ
き
20
万
円

●

問
合
先
　
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課

就
活
支
援
室（ 

　
☎
㉓
２
１
８
４
）

ふ
る
さ
と
伊
万
里

就
業
奨
励
金
制
度

　
日
本
航
空
株
式
会
社
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）

九
州
支
社
販
売
部
で
統
括
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
務
め
る
山
口
良よ

し

明あ
き

さ
ん

が
、
市
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就

任
し
、
４
月
１
日
、
市
か
ら
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
と
、

観
光
振
興
や
人
材
育
成
な
ど
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
に
関
す
る
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
Ｊ
Ａ

Ｌ
。
山
口
さ
ん
は
協
定
に
基
づ
く

３
人
目
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
、
３

月
に
退
任
し
た
三
輪
宗
一
郎
さ
ん

の
後
任
と
し
て
、
伊
万
里
の
観
光

戦
略
へ
の
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
山
口
さ
ん
は
、「
ま
ず
は
伊
万
里

を
よ
く
知
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
。
い
ろ
ん
な
役
割
が
考
え
ら
れ

る
が
、
で
き
る
こ
と
に
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

市
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

Ｊ
Ａ
Ｌ
の
山
口
良
明
さ
ん

深浦弘信市長から委嘱状を受け取る
山口さん（左）

市
役
所
庁
舎
進
入
路
で
の

安
全
確
認
の
お
願
い

　
来
庁
す
る
人
や
車
の
安
全
確
保

の
た
め
、
市
役
所
庁
舎
進
入
路
の

白
線
を
引
き
直
し
ま
し
た
。
車
で

来
庁
す
る
際
は
徐
行
し
、
道
路
の

案
内
表
示
に
従
っ
て
通
行
し
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●

問
合
先
　

　
財
政
課
管
財
係

（ 

　
☎
㉓
２
１
１
３
）

白線を引き直した市役所庁舎進入路

月　日 場　所 時　間

６月４日（火）

大 坪 公 民 館 　9：00 〜 　9：30

市 民 会 館 10：00 〜 10：30

牧 島 公 民 館 11：00 〜 11：20

６月６日（木）

立 花 公 民 館 　9：00 〜 　9：20

大 川 内 公 民 館 　9：30 〜 　9：50

松 浦 公 民 館 10：10 〜 10：30

大 川 公 民 館 10：50 〜 11：10

南 波 多 公 民 館 11：30 〜 11：50

波 多 津 公 民 館 13：00 〜 13：20

黒 川 公 民 館 13：40 〜 14：00

山 代 公 民 館 14：20 〜 14：40

東 山 代 公 民 館 15：00 〜 15：20

二 里 公 民 館 15：40 〜 16：00

※どの場所でも受けられます。
※予防注射の通知ハガキが届いている人は必ず持参してください。
※上記の日程で受けられない場合は、獣医科医院などで済ま
　 せ、環境課で注射済票（550 円）の交付を受けてください。

　
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
再
度
実

施
し
ま
す
。
５
月
12
日
（
日
）
ま

で
の
通
常
期
間
（
日
程
や
場
所
は

広
報
伊
万
里
３
月
号
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
済
ま
せ
て
い

な
い
飼
い
主
は
、
最
寄
り
の
場
所

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
の
各
町
（
地
区
）
公
民

館
で
の
実
施
は
今
回
が
最
後
と
な

り
ま
す
。

●

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）

● 料　金
　予防注射　3,150円（注射済票代含む）
※新しく犬を飼った場合は、別途登録料
　（3,000 円）が必要です。
● 市内の獣医科医院など
　▷あっぷる動物病院　▷おさ動物病院
　▷鈴木犬猫病院　▷田中動物病院
　▷冨沢動物病院　▷山口獣医科医院
　▷伊万里有田地区農業共済組合
　▷Ｉ．ＤＡＣ

狂
犬
病
予
防
注
射
を
再
実
施
し
ま
す

インフォメーション
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ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
３
月
１
日
〜
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼

鉛
筆
削
り
器
　
22
個

　
伊
万
里
商
工
会
議
所
女
性
会

▼

大
川
小
学
校
体
育
館
暗
幕　

８
枚

　
大
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

水
害
へ
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
事
前
に
、
貴
重
品
、
衣
類
、
非

常
用
食
品
な
ど
を
準
備
し
、
各
家

庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る
『
わ
が
ま

ち
・
わ
が
家
の
防
災
マ
ッ
プ
』
で

避
難
経
路
や
避
難
場
所
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
『
わ
が
ま
ち
・
わ
が
家
の
防
災

マ
ッ
プ
』
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●

問
合
先
　
土
木
管
理
課
管
理
係

（
　
☎
㉓
２
４
８
４
）

５
月
は
水
防
月
間
で
す

　
建
物
火
災
に
際
し
、
逃
げ
遅
れ

た
住
人
を
助
け
た
と
し
て
、
３
月

22
日
、
伊
万
里
・
有
田
消
防
本
部

は
、
立
石
潤
さ
ん
（
東
山
代
町
）

に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
２
月
28
日
、
立
石
さ
ん
は
自
身

が
入
居
す
る
共
同
住
宅
で
、
火
元

と
な
っ
た
部
屋
か
ら
助
け
を
求
め

て
い
た
高
齢
の
女
性
を
ベ
ラ
ン
ダ

伝
い
に
救
出
。
さ
ら
に
、
火
災
に

気
付
い
て
い
な
か
っ
た
別
の
部
屋

に
住
む
高
齢
の
女
性
に
対
し
て

も
、
避
難
を
呼
び
か
け
誘
導
し
ま

し
た
。 消

防
協
力
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

↑伊万里・有田消防本部で感謝状
を贈呈された立石さん（中央）

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
立
石
さ

ん
は
、「
無
我
夢
中
で
し
た
。
助
け

ら
れ
て
よ
か
っ
た
と
素
直
に
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
３
月
26
日
、
伊
万
里
・
有
田
焼

伝
統
工
芸
士
会
伊
万
里
地
区
の
会

員
３
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
深
浦

弘
信
市
長
に
各
種
受
賞
の
報
告
を

し
ま
し
た
。

 

市
川
浩
二
さ
ん
は
、
第
21
回
日
本

伝
統
工
芸
士
会
作
品
展
で
広
川
町

長
賞
を
、
青
木
妙
子
さ
ん
と
梶
原

真
理
江
さ
ん
は
、
平
成
30
年
度
伝

統
的
工
芸
品
産
業
功
労
者
等
表
彰

で
、
そ
れ
ぞ
れ
経
済
産
業
大
臣
表

彰
、
九
州
経
済
産
業
局
長
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
工
芸
士
会
伊
万
里
地
区
の
会
員
が

経
済
産
業
大
臣
表
彰
な
ど
を
受
賞

↑深浦市長に目録を手渡す松尾さん

受賞を報告した市川さん（右から２人目）、青
木さん（同３人目）、梶原さん（同４人目）

　
港
湾
運
送
事
業
な
ど
を
手
が
け

る
株
式
会
社
奈
雅
井
（
山
代
町
）

が
、
伊
万
里
港
の
振
興
の
た
め
に

と
、
１
０
０
０
万
円
を
市
に
寄
付

し
ま
し
た
。
３
月
18
日
、
市
役
所

を
訪
問
し
、
深
浦
弘
信
市
長
に
目

録
を
手
渡
し
た
今
泉
清
美
代
表
取

締
役
社
長
は
、「
伊
万
里
港
の
コ
ン

テ
ナ
取
扱
量
は
３
年
連
続
で
過
去

最
高
を
更
新
し
た
。
今
後
も
努
力

し
て
多
く
の
荷
物
を
取
り
扱
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
深
浦

市
長
は
、「
伊
万
里
港
の
発
展
は
市

の
最
重
要
課
題
。
寄
付
金
を
有
効

に
使
い
、
発
展
の
起
爆
剤
に
し
た

い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

株
式
会
社
奈
雅
井
が
伊
万
里
港
の
振
興
の
た
め
に
寄
付

　
４
月
３
日
、
肉
用
牛
の
牧
場
を

経
営
す
る
松
尾
勝
馬
さ
ん
（
黒
川

町
）
が
、
伊
万
里
牛
の
生
産
振
興

な
ど
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
市

に
１
０
０
０
万
円
を
寄
付
し
ま
し

た
。
松
尾
さ
ん
は
昨
年
も
同
額
を

市
に
寄
付
し
て
お
り
、
今
回
が
２

回
目
と
な
り
ま
す
。
市
役
所
を
訪

れ
た
松
尾
さ
ん
は
、
深
浦
弘
信
市

長
に
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
農
業
も
変
化

し
て
い
る
。
新
し
い
時
代
の
農
業

に
応
じ
た
生
産
者
の
支
援
な
ど
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
し
た
。

松
尾
勝
馬
さ
ん
が
寄
付

「
畜
産
業
の
振
興
な
ど
に
役
立
て
て
」

↑深浦市長から感謝状を贈られる今泉社長
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